


    悩み

     薬に対しての不安があった。 


    助言

    
              【薬の効果と副作用】




  
  薬が体内に入ると様々な作用が起こります。多くの薬は、作用が1つではなく、治療目的にあう効果と、それ以外の副作用があります。
薬の量や使い方、患者さんの個人差によって、効果・副作用のあらわれ方は異なってきます。つまり、同じ薬を使っていても、副作用の程度は患者さんによって異なります。
薬を体に取り入れるとき、その患者さんにとって、安全で、効果があるかということを第一に考えます。
不明な点があれば、担当医に質問して、疑問を解決するようにしましょう。


  




              【治療に対しての不安があれば納得・理解のために行動する】




  
  治療方法や治療に伴う苦痛などへの不安や悩みがある場合、その根底には治療への理解が不十分であったり、未知の事柄への漠然とした不安があったりします。
そこで、納得いくまで担当医にわからない点を確認したり、がんや治療方法について書かれた本を読んだり、インターネットで調べたりしてみましょう。治療方法については、期待できる効果、副作用、起こりうる合併症、他の治療法と比べての長所や短所をまずよく理解することが大切です。
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